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(57)【要約】
【課題】照明装置に設けられた発光素子の放熱が阻害さ
れないようにする。
【解決手段】光源ユニットは、矩形状の複数の発光素子
と、複数の発光素子がマトリクス状に実装された矩形状
の発光素子基板と、発光素子基板の発光素子が実装され
る面と反対側の面に設けられた放熱体と、発光素子基板
の複数の発光素子が実装される面において、複数の発光
素子が実装された矩形状の発光素子実装領域を囲むよう
に設けられ、複数の発光素子からの光の主出射方向に対
して広がるような形状を有する反射部材と、反射部材及
び発光素子実装領域を覆うように設けられたカバーと、
を備え、発光素子一個当たりの消費電力が０．１Ｗ以上
０．７Ｗ以下であり、発光素子実装領域の長手方向の長
さは、発光素子基板の長手方向の長さの８２％以下であ
り、発光素子実装領域の短手方向の長さは、発光素子基
板の短手方向の長さの５２％以下である。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矩形状の複数の発光素子と、
　前記複数の発光素子がマトリクス状に実装された矩形状の発光素子基板と、
　前記発光素子基板の前記発光素子が実装される面と反対側の面に設けられた放熱体と、
　前記発光素子基板の前記複数の発光素子が実装される面において、前記複数の発光素子
が実装された矩形状の発光素子実装領域を囲むように設けられ、前記複数の発光素子から
の光の主出射方向に対して広がるような形状を有する反射部材と、
　前記反射部材及び前記発光素子実装領域を覆うように設けられたカバーと、
を備え、
　前記発光素子一個当たりの消費電力が０．１Ｗ以上０．７Ｗ以下であり、
　前記発光素子実装領域の長手方向の長さは、前記発光素子基板の長手方向の長さの８２
％以下であり、前記発光素子実装領域の短手方向の長さは、前記発光素子基板の短手方向
の長さの５２％以下である
光源ユニット。
【請求項２】
　前記発光素子一個当たりの消費電力が０．１５Ｗ以上０．５Ｗ以下である、請求項１に
記載の光源ユニット。
【請求項３】
　前記複数の発光素子は、前記発光素子の長手方向が前記発光素子基板の短手方向に沿い
、且つ前記発光素子の短手方向が前記発光素子基板の長手方向に沿うように、前記発光素
子基板上に実装される請求項１または２に記載の光源ユニット。
【請求項４】
　前記複数の発光素子は、前記発光素子の短手方向における隣り合う前記発光素子同士の
間隔が、前記発光素子の長手方向における隣り合う前記発光素子同士の間隔より長くなる
ように配置される請求項１から３のいずれか１項に記載の光源ユニット。
【請求項５】
　前記複数の発光素子は、前記発光素子の長手方向における前記複数の発光素子同士のピ
ッチが、前記発光素子の短手方向における前記複数の発光素子同士のピッチより長くなる
ように配置される請求項１から４のいずれか１項に記載の光源ユニット。
【請求項６】
　前記発光素子の長手方向の長さは、前記発光素子の短手方向における隣り合う前記発光
素子同士の間隔より長い請求項１から５のいずれか１項に記載の光源ユニット。
【請求項７】
　前記発光素子の短手方向の長さは、前記発光素子の長手方向における隣り合う前記発光
素子同士の間隔より長い請求項１から６のいずれか１項に記載の光源ユニット。
【請求項８】
　前記複数の発光素子は、前記発光素子の短手方向における隣り合う前記発光素子同士の
間隔がそれぞれ等しく、かつ前記発光素子の長手方向における隣り合う前記発光素子同士
の間隔がそれぞれ等しくなるように配置されている請求項１から７のいずれか１項に記載
の光源ユニット。
【請求項９】
　前記カバーは、透明である、請求項１から８のいずれか１項に記載の光源ユニット。
【請求項１０】
　前記カバーは、光拡散性を有する、請求項１から８のいずれか１項に記載の光源ユニッ
ト。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれかに記載された複数の光源ユニットと、
　前記複数の光源ユニットの間に設けられて、前記複数の発光素子に電力を供給する電源
部と、を有する照明装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源ユニット及び照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、多目的ホールや体育館などの高天井に取り付けられて下方の床面などを照射する
高天井用照明器具が知られている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－００４１６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、高天井用照明器具では、発光素子の上方（天井方向）に電源部を配置するこ
とが多く、発光素子の放熱が阻害される場合がある。
　そこで、この発明はこのような事情に鑑みてなされたものであって、発光素子の放熱が
阻害されない光源ユニット及び光源ユニットを備えた照明装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様に係る光源ユニットは、矩形状の複数の発
光素子と、前記複数の発光素子がマトリクス状に実装された矩形状の発光素子基板と、前
記発光素子基板の前記発光素子が実装される面と反対側の面に設けられた放熱体と、前記
発光素子基板の前記複数の発光素子が実装される面において、前記複数の発光素子が実装
された矩形状の発光素子実装領域を囲むように設けられ、前記複数の発光素子からの光の
主出射方向に対して広がるような形状を有する反射部材と、前記反射部材及び前記発光素
子実装領域を覆うように設けられたカバーと、を備え、前記発光素子一個当たりの消費電
力が０．１Ｗ以上０．７Ｗ以下であり、前記発光素子実装領域の長手方向の長さは、前記
発光素子基板の長手方向の長さの８２％以下であり、前記発光素子実装領域の短手方向の
長さは、前記発光素子基板の短手方向の長さの５２％以下であることを特徴とする。
　上記課題を解決するために、本発明の一態様に係る照明装置は、上述した複数の光源ユ
ニットと、前記複数の光源ユニットの間に設けられて、前記複数の発光素子に電力を供給
する電源部と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の一態様によれば、照明装置において発光素子の放熱が阻害されない。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１実施形態に係る照明装置の全体構成を示す外観斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る照明装置の外観を示す六面図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る照明装置の構成を示す分解斜視図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る照明装置に備えられる光源ユニットの外観を示す斜
視図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る照明装置の断面を示す断面図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係る照明装置の発光素子基板の構成を示す斜視図である
。
【図７】本発明の第１実施形態に係る照明装置の発光素子基板の構成を示す平面図である
。
【図８】本発明の第１実施形態に係る照明装置の発光素子基板に実装された発光素子の配
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列を示す平面図である。
【図９】本発明の第１実施形態に係る照明装置の光源ユニットの構成を示す分解斜視図で
ある。
【図１０】本発明の第１実施形態に係る照明装置の光源ユニット支持部材、端子台カバー
及び取付部材の外観を示す斜視図である。
【図１１】本発明の第１実施形態に係る照明装置の電源部の構成を説明する斜視図である
。
【図１２】本発明の第１実施形態に係る照明装置から電源部の外装体である電源ボックス
の下面側の一部を取り外した状態を示す図である。
【図１３】本発明の第１実施形態に係る照明装置の電源部の構成を説明する断面図である
。
【図１４】本発明の第１実施形態に係る照明装置の変形例を示す斜視図である。
【図１５】本発明の他の実施形態に係る照明装置の全体構成を示す外観斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下の詳細な説明では、本発明の実施形態の完全な理解を提供するように多くの特定の
細部が記載される。しかしながら、係る特定の細部がなくても、１つ以上の実施形態が実
施されることは明らかである。また、図面を簡潔にするために、周知の構造及び装置が略
図で示される場合がある。
　以下、本発明の第１実施形態に係る照明装置について説明する。なお、以下の実施形態
において、照明装置が天井に取り付けられた場合に天井と対向する方向を照明装置の上方
向とし、床方向を照明装置の下方向として説明する場合がある。
【０００９】
１．第１実施形態
（１－１）照明装置の全体構成
　本発明の第１実施形態に係る照明装置について、以下の図１（ａ）及び図１（ｂ）から
図１３を参照して説明する。
　図１（ａ）及び図１（ｂ）は、本発明の第１実施形態に係る照明装置の外観を示す斜視
図である。図１（ａ）は、照明装置１の上方向から見た斜視図である。図１（ｂ）は、照
明装置１の下方向から見た斜視図である。
　図２（ａ）から図２（ｅ）は、照明装置の外観を示す六面図である。図２（ａ）は照明
装置１の正面図、図２（ｂ）は照明装置１の左側面図、図２（ｃ）は照明装置１の右側面
図、図２（ｄ）は照明装置１の平面図、図２（ｅ）は照明装置１の底面図である。なお、
背面図は省略する。
　図３は、照明装置の構成を示す分解斜視図である。
　図４は、照明装置に備えられる光源ユニットの外観を示す斜視図である。
　図５は、図２（ｄ）の照明装置１のＡ－Ａ断面を示す断面図である。
【００１０】
　図１（ａ）及び図１（ｂ）、図２（ａ）から図２（ｅ）並びに図３に示すように、本発
明の第１実施形態に係る照明装置１は、発光素子１１（図示せず、詳細は後述する）を含
む複数（本実施形態では２個）の光源ユニット３０と、２個の光源ユニット３０の間に設
けられて、電力供給ケーブル１６８により発光素子１１に電力を供給する電源部１６と、
発光素子１１が露出するように２個の光源ユニット３０を支持する光源ユニット支持部材
１７と、電源部１６に沿って光源ユニット支持部材１７に固定され、天井等の被取付面に
取り付けられる取付部材１９と、電源部１６と接続され光源ユニット支持部材１７の一部
から外部に露出する端子台１６２（図２（ｂ）参照）を覆う端子台カバー１８と、発光素
子を覆うカバー２０と、カバー２０を開口２１１から露出するように光源ユニット３０及
び電源部１６を下側から覆うカバーフレーム２１と、を有している。光源ユニット３０は
、放熱体１５を備えている。
【００１１】
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　光源ユニット３０は、光源ユニット支持部材１７に対して、ネジＳ１７により固定され
ている。光源ユニット３０は、カバーフレーム２１に対して、ネジＳ２１により固定され
ている。取付部材１９は、光源ユニット支持部材１７に対して、ネジＳ１９及びナットＮ
１９により固定されている。
　図３及び図４に示すように、光源ユニット３０は、複数の発光素子１１と、複数の発光
素子１１が実装された発光素子基板１２と、発光素子１１から照射された光を光照射方向
に反射する反射部材１４と、発光素子１１の熱を放熱する放熱体１５と、発光素子１１を
覆うカバー２０と、を備えている。
【００１２】
　発光素子基板１２、反射部材１４及びカバー２０は、ネジＳ１２により、放熱体１５に
取り付けられる。放熱体１５は、発光素子基板１２の発光素子１１が実装される面と反対
側の面に設けられる。図４に示すように、反射部材１４は、透明材料からなるカバー２０
の内側に重ねられた状態で放熱体１５に取り付けられている。また、反射部材１４は、発
光素子基板１２の複数の発光素子１１が実装される面において、複数の発光素子１１が実
装された矩形状の発光素子実装領域（後述する図６の領域Ｘ）を囲むように設けられ、複
数の発光素子１１からの光の主出射方向（発光素子基板１２の法線方向）に対して広がる
ような形状を有している。カバー２０は、反射部材１４を覆った状態で放熱体１５に取り
付けられている。これにより、カバー２０は、反射部材１４及び発光素子実装領域Ｘを覆
うように設けられる。
　本実施形態において、発光素子基板１２に実装された複数の発光素子１１を総称して光
源１３と記載することがある。
【００１３】
　図２（ａ）及び図５に示すように、本発明の第１実施形態に係る照明装置１では、２個
の光源ユニット３０の間に電源部１６が配置されている。ここで、「光源ユニット３０の
間」とは、照明装置１を上又は下方向から平面視した場合に、２つの光源ユニット３０間
に電源部１６が配置された状態をいう。
　２個の光源ユニット３０の間に電源部１６が配置されていることにより、発光素子１１
から伝えられた熱を放熱体１５で放熱する際に、放熱体１５の放熱が阻害されることがな
くなる。また、放熱体１５の上部に電源部１６が配置されていないため、放熱体１５から
放熱された熱により電源部１６が熱せられることがない。
【００１４】
　なお、図３に示す電源部１６の突出部１６１ｂについては後述する。
　本発明の第１実施形態に係る照明装置１は、多目的ホール、体育館又は工場等の高天井
に取り付けられて床面や壁面等を照射する照明装置として使用することができる。照明装
置１は、取付部材１９の孔部１９１ａ（図１（ａ）参照）に挿入される図示しない取付治
具により、天井に取り付けられる。また、図３に示す、端子台カバー１８で覆われた端子
台１６２には、天井内から孔部等を通じて導出された電源ケーブル又は天井に沿って引き
回された電源ケーブル（いずれも図示せず）が接続される。これにより、照明装置１に商
用電源からの電力が供給される。
【００１５】
　図５は、図２（ｄ）の照明装置１のＡ－Ａ断面を示す断面図である。
　図５に示すように、本発明の第１実施形態に係る照明装置１では、放熱体１５が電源部
１６との間に空間を設けて配置されている。例えば、図５において、放熱体１５は、放熱
体１５の電源部１６側の側面が電源部１６の側面との間に空間を設けて配置されている。
　これにより、発光素子１１で発生して放熱体１５に伝導した熱が電源部１６に伝わりに
くくなる。また、放熱体１５には電源部１６で発生した熱が伝わりにくくなる。
　このため、照明装置１は、高い熱が生じる発光素子１１の熱のみを効率的に放熱させる
ことができる。
【００１６】
　また、放熱体１５は、放熱体１５の光源ユニット支持部材１７側の側面が光源ユニット
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支持部材１７と接するように配置されている。
　光源ユニット支持部材１７は、表面積が広く照明装置１の外部に露出しているため高い
放熱性を有する。このため、放熱体１５と光源ユニット支持部材１７とが接することによ
り、放熱体１５の熱が光源ユニット支持部材１７に拡散し、光源ユニット支持部材１７全
体で放熱を行うことができる。
　このため、照明装置１は、高い熱が生じる発光素子１１で発生した熱を放熱体１５だけ
でなく光源ユニット支持部材１７でも放熱できるので、さらに効率的に放熱させることが
できる。
【００１７】
（１－２）照明装置の各部の構成
　以下、照明装置１の各部について詳細に説明する。
（発光素子基板）
　図６は、発光素子基板１２の構成を示す斜視図である。図６では、説明を容易にするた
めに、電源部１６と発光素子基板１２とを接続する電力供給ケーブル１６８のプラス側ケ
ーブル１６８ａ及びマイナス側ケーブル１６８ｂが接続された状態の発光素子基板１２を
示している。
　図７は、発光素子１１からの光の主出射方向から見た発光素子基板１２の平面図である
。なお、上述したように、「光の主出射方向」は発光素子基板１２の法線方向である。よ
り具体的には、発光素子基板１２の発光素子実装面１２ａに直交し、かつ放熱体対向面１
２ｂから発光素子実装面１２ａ（放熱体対向面１２ｂ及び発光素子実装面１２ａについて
は後述する）に向かう方向を言う。
【００１８】
　図６及び図７に示すように、発光素子基板１２は、矩形の薄板形状を有している。発光
素子基板１２には、例えばＬＥＤ（light emitting diode：発光ダイオード）からなる複
数の発光素子１１（光源１３）がマトリクス状に実装されている。発光素子基板１２は、
発光素子１１が実装される発光素子実装面１２ａを備えている。図６及び図７中、発光素
子１１として１か所の発光素子のみ指し示しているが、発光素子基板１２には複数の発光
素子１１が実装されている。
　発光素子１１は、矩形状を有しており、発光素子実装面１２ａの中央部にマトリクス状
に並んで実装されている。図６及び図７では、発光素子１１が５行、３０列に並んで実装
された例を示している。
【００１９】
　次に、発光素子実装領域Ｘ内に配列された発光素子１１について説明する。発光素子１
１一個当たりの消費電力は、０．１Ｗ以上０．７Ｗ以下であり、０．１５Ｗ以上０．５Ｗ
以下であることが好ましい。消費電力が０．１Ｗ以上０．７Ｗ以下である発光素子１１は
、所謂、ミドルチップ（またはミドルパワー）と呼ばれるＬＥＤチップに相当する。
　例えば、発光素子１１一個当たりの消費電力が０．２Ｗである場合、発光素子１１の順
電流は、ＶＦ（順電圧）が３Ｖのときに６５ｍＡ程度である。一方、発光素子１１一個当
たりの消費電力が０．１Ｗ未満であると、流れる電流量が減少し、十分な明るさを得られ
ない。逆に、発光素子１１一個当たりの消費電力が０．７Ｗより大きくなると、所謂、ハ
イパワーと呼ばれるＬＥＤチップの範疇に入り、消費電力が増大してしまう。そして、一
個当たりの消費電力が０．１Ｗ以上０．７Ｗ以下である発光素子１１を、発光素子実装領
域Ｘ内に配置することで、反射部材１４がない場合と比べて、光の取り出し効率を高める
ことができるとともに、消費電力を抑えることが可能となる。
【００２０】
　発光素子基板１２は、発光素子実装面１２ａの裏面に放熱体対向面１２ｂを有している
。
　図７に示すように、発光素子基板１２は、発光素子実装面１２ａから放熱体対向面１２
ｂに貫通する孔１２ｃ（図６には図示せず）を有している。この孔には、孔部１２１ａが
形成されたケーブル保護用ブッシュ１２１が嵌め込まれている。ケーブル保護用ブッシュ
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１２１の孔部１２１ａには、電源部１６と接続される電力供給ケーブル１６８が挿入され
ている。ケーブル保護用ブッシュ１２１は例えばゴム製である。ケーブル保護用ブッシュ
１２１により、電力供給ケーブル１６８の被覆材の損傷を防止することができる。
【００２１】
　発光素子基板１２は、発光素子実装面１２ａに、電源部１６と接続される電力供給ケー
ブル１６８を接続するためのコネクタ１２２を有している。コネクタ１２２は、プラス側
端子１２２ａとマイナス側端子１２２ｂとを有している。図６に示すように、コネクタ１
２２のプラス側端子１２２ａには、電力供給ケーブル１６８のプラス側ケーブル１６８ａ
が接続される。コネクタ１２２のマイナス側端子１２２ｂには、電力供給ケーブル１６８
のマイナス側ケーブル１６８ｂが接続される。
【００２２】
　発光素子基板１２では、発光素子基板１２上に設けられた複数の発光素子１１の全てが
、コネクタ１２２のプラス側端子１２２ａとマイナス側端子１２２ｂとの間で接続されて
いる。例えば、各行の発光素子１１同士は直列に接続され、直列接続された各行の発光素
子１１は、プラス側端子１２２ａとマイナス側端子１２２ｂとの間に並列に接続されてい
る。このため、コネクタ１２２のプラス側端子１２２ａとマイナス側端子１２２ｂに電力
供給ケーブル１６８のプラス側ケーブル１６８ａ及びマイナス側ケーブル１６８ｂがそれ
ぞれ接続されることにより、発光素子１１の全てに対して電力を供給することができる。
【００２３】
　発光素子基板１２は、ネジ穴１２３ａ、１２３ｂ、１２３ｃ、１２３ｄ、１２３ｅ及び
１２３ｆ（ネジ穴１２３ａ～１２３ｆと記載する場合がある）を有している。
　発光素子基板１２は、発光素子実装面１２ａ側からネジ穴１２３ａ～１２３ｆのそれぞ
れに挿入された複数のネジＳ１２（図４参照、ネジＳ１２のうちの１つは図示せず）によ
って、放熱体１５に固定される。
　本発明の第１実施形態に係る照明装置１では、発光素子基板１２に複数の発光素子１１
を設けることにより、発光素子１１一個当たりの発光量を低減させつつ、全体として所望
の発光量が得られる。これにより、一個の発光素子１１に供給する電流量を小さくするこ
とができるので、複数の発光素子１１の長寿命化を図ることができる。
【００２４】
　発光素子基板１２は積層構造を有している。発光素子基板１２は、例えば、１層目がア
ルミニウムで形成されたアルミ基材、２層目が絶縁層、３層目が発光素子１１や抵抗素子
（図示せず）等の電子部品に供給する電流経路となる銅線がパターニングされた銅パター
ン層、４層目が発光素子実装面１２ａとなるレジスト層という積層構造を有している。ア
ルミ基材は、例えば２ｍｍの厚さに形成されている。絶縁層は、例えば９５μｍ又は１２
０μｍの厚さに形成されている。レジスト層には、白色の油系のレジスト材料が用いられ
ている。これにより、発光素子実装面１２ａでの反射率が向上し、複数の発光素子１１が
発光する光の利用効率が向上する。
　照明装置１は、体育館や工場等の天井などに取り付けられ、照明装置１が照射する場所
とは所定の距離だけ離れている。このため、光が照射される場所から照明装置１を見ると
、照明装置１はあたかも光源１３全体で発光しているかのように見える。
【００２５】
　図７は、発光素子１１からの光の主出射方向から見た発光素子基板１２の平面図である
。発光素子１１は、矩形状である。そして複数の発光素子１１は、発光素子１１の長手方
向が発光素子基板１２の短手方向に沿い、発光素子１１の短手方向が発光素子基板１２の
長手方向に沿うように、発光素子基板１２上に実装される。複数の発光素子１１は、発光
素子基板１２上において、５行、３０列にマトリクス状に実装されている。
　図７において、領域Ｘは、複数の発光素子１１が実装される発光素子実装領域である。
領域Ｙは、発光素子実装領域Ｘ以外の領域である。領域Ｙには、反射部材１４（図４参照
）が設けられる。反射部材１４は、発光素子１１からの光の主出射方向に対して、外側に
広がっている。
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【００２６】
　反射部材１４の上には、反射部材１４と発光素子実装領域Ｘとを覆うようにカバー２０
（図４参照）が設けられている。カバー２０は、透明であってもよいし、光拡散性を有す
る乳白色であってもよい。カバー２０が透明の場合は、光源ユニット３０の直下照度が上
がる。カバー２０が光拡散性を有する場合は、直下照度は若干低下するが、光源ユニット
３０の直下から離れた領域まで光が十分に行き渡る。このため、照明装置１を設置した部
屋全体が明るくなりやすい。
【００２７】
　図７において、発光素子基板１２の長手方向の長さをＬ１、発光素子基板１２の短手方
向の長さをＬ３とする。また、発光素子実装領域Ｘの長手方向の長さをＬ２、発光素子実
装領域Ｘの短手方向の長さをＬ４とする。発光素子実装領域Ｘの一方の短辺Ｘ１と、それ
に隣接する発光素子基板１２の一方の短辺Ｙ１との距離は、発光素子実装領域Ｘの他方の
短辺Ｘ２と、それに隣接する発光素子基板１２の他方の短辺Ｙ２との距離に等しい。また
、発光素子実装領域Ｘの一方の長辺Ｘ３と、それに隣接する発光素子基板１２の一方の長
辺Ｙ３との距離は、発光素子実装領域Ｘの他方の長辺Ｘ４と、それに隣接する発光素子基
板１２の他方の長辺Ｙ４との距離に等しい。
【００２８】
　ここで、発光素子実装領域Ｘの長手方向の長さＬ２は、発光素子基板１２の長手方向の
長さＬ１の８２％以下（すなわちＬ２／Ｌ１が０．８２以下）である。また、発光素子実
装領域Ｘの短手方向の長さＬ４は、発光素子基板１２の短手方向の長さＬ３の５２％以下
（すなわち、Ｌ４／Ｌ３が０．５２以下）である。
【００２９】
　また、発光素子実装領域Ｘの長手方向の長さＬ２は、発光素子基板１２の長手方向の長
さＬ１の５０％以上（すなわちＬ２／Ｌ１が０．５以上）であることが好ましい。また、
発光素子実装領域Ｘの短手方向の長さＬ４は、発光素子基板１２の短手方向の長さＬ３の
３０％以上（すなわち、Ｌ４／Ｌ３が０．３以上）であることが好ましい。
【００３０】
　このような発光素子実装領域Ｘの領域内に発光素子１１を敷き詰めることで、発光素子
１１から出射した光のうち、発光素子１１から斜め方向に出射した光を反射部材１４で効
果的に床方向に反射することができる。このため、発光素子１１からの光が、発光素子１
１からの光の主出射方向（床方向）に効率的に導かれる。つまり、光源ユニット３０を有
する照明装置が、高天井（例えば、床面から５ｍ程度の天井）に設置されても、反射部材
１４がない場合と比べて、光の取り出し効率を高めることが可能となる。
【００３１】
　また、このような発光素子実装領域Ｘ内に発光素子１１を敷き詰めることで、発光素子
１１が占める面積を大きくすることができるため、照明装置１の全光束を増加させること
ができる。また、発光素子実装領域Ｘ側に面する反射部材１４の反射面（後述する反射部
材１４の斜面部１４１、図９参照）が発光素子１１の１／２ビーム角の範囲内に入るため
、発光素子１１からの光を床方向に効率的に導くことができ、照明装置１における光の取
り出し効率が向上する。
【００３２】
　一方、発光素子実装領域Ｘの長手方向の長さＬ２が、発光素子基板の長手方向の長さＬ
１の８２％より大きく、発光素子実装領域Ｘの短手方向の長さＬ４が、発光素子基板の短
手方向の長さＬ３の５２％より大きくなると、次のような弊害が生じる。発光素子実装領
域Ｘ側に面する反射部材１４の反射面（図９に示す斜面部１４１）が、発光素子１１から
の光の主出射方向と平行に近い角度となる。すなわち、発光素子１１から斜め方向に出射
した光を反射部材１４で効果的に床方向に反射することができない。このため、発光素子
１１からの光が、発光素子１１からの光の主出射方向に効率的に導くことができなくなる
。
【００３３】
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　また、発光素子実装領域Ｘの長手方向の長さＬ２が、発光素子基板の長手方向の長さＬ
１の５０％より小さく、発光素子実装領域Ｘの短手方向の長さＬ４が、発光素子基板の短
手方向の長さＬ３の３０％より小さくなると、次のような弊害が生じる。発光素子１１の
実装面積が小さくなり、発光素子１１が占める割合が小さくなるため、照明装置１の全光
束が減少する。また、発光素子実装領域Ｘ側に面する反射部材１４の反射面（図９に示す
斜面部１４１）が、発光素子１１の１／２ビーム角の領域内に入りにくくなる場合がある
。このため、発光素子１１からの光が、発光素子１１からの光の主出射方向（床方向）に
効率的に導くことができなくなる。
【００３４】
　図８（ａ）に、発光素子１１の短手方向の長さｌ１及び長手方向の長さｌ２を示す。図
８（ｂ）に、互いに隣接する４個の発光素子１１の配列を示す。また、図８（ｂ）に、発
光素子１１の短手方向（図中に示すＤ１方向）における隣り合う発光素子１１同士の間隔
ｗ１及び複数の発光素子１１同士のピッチｐ１、並びに発光素子１１の長手方向（図中に
示すＤ２方向）における隣り合う発光素子１１同士の間隔ｗ２及び複数の発光素子１１同
士のピッチｐ２を示す。
【００３５】
　図８（ｂ）に示すように、複数の発光素子１１は、発光素子１１の短手方向Ｄ１におけ
る隣り合う発光素子１１同士の間隔ｗ１が発光素子実装領域Ｘ内においてそれぞれ等しく
なるように配置されている。また、複数の発光素子１１は、発光素子１１の長手方向Ｄ２
における隣り合う発光素子１１同士の間隔ｗ２も同様に、発光素子実装領域Ｘ内において
それぞれ等しくなるように配置されている。そして、複数の発光素子１１は、発光素子１
１の短手方向Ｄ１における隣り合う発光素子１１同士の間隔ｗ１が、発光素子１１の長手
方向Ｄ２における隣り合う発光素子１１同士の間隔ｗ２より長くなるように配置されるこ
とが好ましい。
【００３６】
　複数の発光素子１１は、発光素子１１の長手方向Ｄ２における複数の発光素子１１同士
のピッチｐ２が、発光素子１１の短手方向Ｄ１における複数の発光素子１１同士のピッチ
ｐ１より長くなるように配置されることが好ましい。
　発光素子１１の長手方向Ｄ２の長さｌ２は、発光素子１１の短手方向Ｄ１における隣り
合う発光素子１１同士の間隔ｗ１より長いことが好ましい。
　発光素子１１の短手方向Ｄ１の長さｌ１は、発光素子１１の長手方向Ｄ２における隣り
合う発光素子１１同士の間隔ｗ２より長いことが好ましい。
【００３７】
　発光素子１１は、発光素子基板１２上に設けられたランドに接続される。このため、発
光素子１１同士が近すぎる場合には、発光素子１１の接続に問題が生じる場合がある。ま
た、発光素子１１同士の距離が近すぎる場合には、発光素子１１の放熱性が低下して発光
素子１１の消費電力が大きくなるという問題がある。さらに、発光素子１１同士の距離が
近すぎる場合には、隣り合う発光素子１１同士の１／２ビーム角が干渉する。このため、
発光素子１１の発光効率が低下する。
　また、発光素子１１同士の距離が離れている場合には、発光素子１１の密度が低くなり
、一定の発光素子実装領域Ｘ内に実装される発光素子１１の数が減少するため、照明装置
１の全光束が低下する。
【００３８】
　上述したような配列で発光素子１１を実装することで、発光素子１１の消費電力と発光
素子１１の光量とを両立し、かつムラのない、より均一な面発光を得ることができる。ま
た、上述したような配列で発光素子１１を実装することで、発光素子１１が消費電力の少
ないミドルパワーＬＥＤチップでありながら、ハイパワーＬＥＤチップを用いた照明装置
に近い発光状態とすることができる。よって、光源ユニット３０を有する照明装置が、高
天井（例えば、床面から５ｍ程度以上の天井）に設置されても、少ない消費電力で明るさ
を保つことができる。
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【００３９】
　発光素子基板１２は、例えば、長手方向の長さＬ１が２４０ｍｍであり、短手方向の長
さＬ３が７５ｍｍである。また、発光素子実装領域Ｘは、例えば、長手方向の長さＬ２が
１９２ｍｍであり、短手方向の長さＬ４が３８ｍｍである。発光素子実装領域Ｘの一方の
短辺Ｘ１とそれに隣接する発光素子基板１２の一方の短辺Ｙ１との距離、及び発光素子実
装領域Ｘの他方の短辺Ｘ２とそれに隣接する発光素子基板１２の他方の短辺Ｙ２との距離
は、例えば、それぞれ２４ｍｍである。また、発光素子実装領域Ｘの一方の長辺Ｘ３とそ
れに隣接する発光素子基板１２の一方の長辺Ｙ３との距離、及び発光素子実装領域Ｘの他
方の長辺Ｘ４とそれに隣接する発光素子基板１２の他方の長辺Ｙ４との距離は、例えば、
それぞれ１８．５ｍｍである。
【００４０】
　発光素子１１は、例えば、長手方向の長さｌ１が５．６ｍｍ、短手方向の長さｌ２が３
．０ｍｍである。この場合、発光素子１１の短手方向（図中に示すＤ１方向）における隣
り合う発光素子１１同士の間隔ｗ１は３．５ｍｍであり、発光素子１１の長手方向（図中
に示すＤ２方向）における隣り合う発光素子１１同士の間隔ｗ２は１．４ｍｍである。ま
た、この場合、発光素子１１の短手方向における複数の発光素子１１同士のピッチｐ１は
６．５ｍｍであり、発光素子１１の長手方向における複数の発光素子１１同士のピッチｐ
２は７．０ｍｍである。
【００４１】
（放熱体）
　図９は、発光素子基板１２と、反射部材１４と、発光素子１１を覆うカバー２０（詳細
は後述する）とを放熱体１５に固定した光源ユニット３０の構成を示す分解斜視図である
。なお、図９では、無色透明のカバー２０を用いた光源ユニット３０の例を示している。
カバー２０は、反射部材１４と重なった状態で放熱体１５に取り付けられている。
　なお、以下の説明では、図２（ａ）で示す照明装置１の正面図に沿って、複数の放熱フ
ィン１５２の端面が露出する面を放熱体１５の正面とし、電源部１６及び光源ユニット支
持部材１７と対向する面を放熱体１５の側面とする。
【００４２】
　図９に示すように、放熱体１５は、一方の面で光源１３を支持する光源支持部１５１と
、光源支持部１５１の他方の面に設けられた複数の放熱フィン１５２とを備えている。放
熱フィン１５２は、放熱体１５の側面と並行に形成され、放熱体１５の両側面の間に複数
並行に形成される。光源支持部１５１及び複数の放熱フィン１５２は、一体的に形成され
ている。光源支持部１５１は、例えば矩形状を有しており、光源１３が実装された発光素
子基板１２と対向する一方の面（光源支持面１５１ａ）で、光源１３が実装された発光素
子基板１２を支持する。また、放熱体１５は、光源支持面１５１ａの裏面（放熱フィン形
成面１５１ｂ）に複数の放熱フィン１５２が設けられている。複数の放熱フィン１５２は
互いに等間隔に配置されている。発光素子１１で発生した熱は、発光素子基板１２及び放
熱体１５の光源支持部１５１を介して複数の放熱フィン１５２に伝わり、複数の放熱フィ
ン１５２から放熱される。
【００４３】
　放熱体１５は、光源ユニット支持部材１７及びカバーフレーム２１と対向する少なくと
も一方の側面に、肉厚部１５３を有している。肉厚部１５３は、光源ユニット支持部材１
７がネジＳ１７（図１（ａ）及び図１（ｂ）参照）によって放熱体１５に固定される際の
ネジ穴１５６ａ、１５６ｂ、１５６ｃ及び１５６ｄ（１５６ａ～１５６ｄと記載する場合
がある、１５６ｃ及び１５６ｄは図示せず）を有している。ネジ穴１５６ａ～１５６ｄは
、光源ユニット支持部材１７の孔部１７６（詳細は図１０を用いて後述する）と重なる位
置に形成される。
【００４４】
　肉厚部１５３は、カバーフレーム２１がネジＳ２１（図１（ａ）及び図１（ｂ）参照）
によって放熱体１５に固定される際のネジ穴１５７ａ、１５７ｂ、１５７ｃ及び１５７ｄ
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（１５７ａ～１５７ｄと記載する場合がある、１５７ｃ及び１５７ｄは図示せず）を有し
ている。ネジ穴１５７ａ～１５７ｄは、カバーフレーム２１に設けられたネジＳ２１が挿
入される孔部（図示せず）と重なる位置に形成される。
【００４５】
　放熱体１５は、光源ユニット支持部材１７と対向する面及び電源部１６と対向する面の
それぞれ（すなわち放熱体１５の両側面）に案内溝１５４を備えている。図９に示すよう
に、案内溝１５４は、放熱体１５側面の肉厚部１５３に設けられている。案内溝１５４は
、光源ユニット支持部材１７及び電源部１６にそれぞれ設けられた突出部（詳細は後述す
る）と係合可能に形成されている。照明装置１を組み立てると、放熱体１５の案内溝１５
４は光源ユニット支持部材１７及び電源部１６にそれぞれ設けられた突出部と係合される
。
【００４６】
　案内溝１５４は、少なくとも放熱体１５の正面又は背面に達するように形成される。図
９に示す放熱体１５では、案内溝１５４が放熱体１５の正面及び背面の双方それぞれに達
するように形成されている。すなわち、案内溝１５４は、正面から背面（又はその逆）に
達するように形成されている。また、案内溝１５４は、一続きに形成される。すなわち、
案内溝１５４は、放熱体１５の一方の側面において連続的に形成される。
【００４７】
　図４及び図９に示すように、放熱体１５に設けられた複数の放熱フィン１５２のうち、
発光素子基板１２の発光素子１１が実装された発光素子実装領域Ｘと光源支持部１５１を
介して対向する放熱フィン１５２ａは、残余の放熱フィン１５２ｂよりも長く形成されて
いる。ここで、発光素子基板１２の「発光素子実装領域」とは、複数の発光素子１１が実
装された発光素子基板１２上の領域と、発光素子１１同士で挟まれた発光素子基板１２上
の領域を合わせた発光素子実装面１２ａ上の領域をいう。例えば、図６及び図９に示す発
光素子基板１２において、複数の発光素子１１（光源１３）が矩形状の領域内に実装され
ている。「発光素子実装領域Ｘ」は、この複数の発光素子１１が実装された矩形状の領域
となる。図６及び図９に示す発光素子基板１２における「発光素子実装領域Ｘ」は、発光
素子基板１２の一方の短辺に最も近い位置に形成された１列目の発光素子１１の短辺側の
縁部と、発光素子基板１２の他方の短辺に最も近い位置に形成された３０列目の発光素子
１１の短辺側の縁部と、発光素子基板１２の一方の長辺に最も近い位置に形成された１行
目の発光素子１１の長辺側の縁部と、発光素子基板１２の他方の長辺に最も近い位置に形
成された５行目の発光素子１１の短辺側の縁部と、で囲まれた領域である。
【００４８】
　図９に示す放熱体１５には、８個の放熱フィン１５２が設けられている。８個の放熱フ
ィン１５２のうち、内側に設けられた４個の放熱フィン１５２ａは、発光素子基板１２及
び光源支持部１５１を介して発光素子実装面１２ａの発光素子実装領域Ｘと対向している
。内側に設けられた４個の放熱フィン１５２ａは、放熱フィン１５２ａの外側に設けられ
て発光素子実装領域と対向していない４個の放熱フィン１５２ｂよりも長く形成されてい
る。発光素子１１で発生した熱は、発光素子実装領域Ｘの周囲の放熱フィン１５２ｂより
も発光素子実装領域Ｘ上の放熱フィン１５２ａに伝わりやすい。放熱フィン１５２ａは、
放熱フィン１５２ｂよりも長く表面積が大きいため、発光素子１１の熱が効率的に放熱さ
れる。
【００４９】
　詳細は図１０を用いて後述するが、光源ユニット支持部材１７は、放熱体１５の形状に
合わせて形成された斜面部１７１ｂと、通気口１７４とを有している。このため、放熱フ
ィン１５２のうち内側に設けられた放熱フィン１５２ａから放熱された熱が、外側に設け
られた放熱フィン１５２ｂで阻害されることなく照明装置１外に排出されやすい。また、
放熱フィン１５２ａは、光源ユニット支持部材１７の通気口１７４から入る空気と触れや
すい。このため、放熱フィン１５２ａの放熱性を向上させることができる。
【００５０】
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　図９に示すように、放熱体１５は、光源支持部１５１を貫通する孔部１５８を有してい
る。孔部１５８は、発光素子基板１２に設けられたケーブル保護用ブッシュ１２１の孔部
１２１ａと対向する位置に設けられる。孔部１５８には、電源部１６と接続される電力供
給ケーブル１６８が挿入される。これにより、電源部１６から導出された電力供給ケーブ
ル１６８が、放熱フィン形成面１５１ｂ側から光源支持面１５１ａ側に引き回され、発光
素子基板１２のコネクタ１２２と接続される。
【００５１】
　放熱体１５は、光源支持面１５１ａに、発光素子基板１２のネジ穴１２３ａ～１２３ｆ
と重なる位置に形成されたネジ穴１５５ａ、１５５ｂ、１５５ｃ、１５５ｄ、１５５ｅ及
び１５５ｆ（１５５ａ～１５５ｆと記載する場合がある）を有している。放熱体１５には
、複数のネジ１２４ａ～１２４ｆ（図４参照、ネジ１２４ｆは図示せず）によって、発光
素子基板１２、反射部材１４及びカバー２０が固定される。
【００５２】
　放熱体１５は、例えばアルミニウムを用いたダイキャストにより形成されている。これ
により、放熱体１５は、高剛性、軽量化及び高放熱性が図られている。放熱フィン１５２
の形状や配置位置は、放熱体に発光素子基板１２が取り付けられた際の発光素子１１との
位置関係のみでなく、ダイキャストで用いる金型の抜け性と、放熱時の通気性とを考慮し
て決定されている。
【００５３】
（反射部材）
　図９に示すように、反射部材１４は、発光素子基板１２に実装された光源１３を取り囲
み、発光素子基板１２上の光源１３が露出するように配置されている。反射部材１４は、
発光素子１１から照射された光を光照射方向（特に床方向）に反射することで照明装置１
の照射効率を向上させる。
　図９に示すように、反射部材１４は、複数の発光素子１１（光源１３）が実装された矩
形状の領域（発光素子実装領域）の外周から発光素子１１の光照射方向に向かって広がる
斜面部１４１（１４１ａ、１４１ｂ、１４１ｃ及び１４１ｄ）を有している。斜面部１４
１ａは、発光素子実装領域の一長辺に沿って設けられている。斜面部１４１ｂは、斜面部
１４１ａと隣接し、発光素子実装領域の一短辺に沿って設けられている。斜面部１４１ｃ
は、斜面部１４１ａと対向するとともに斜面部１４１ｂと隣接し、発光素子実装領域の他
の長辺に沿って設けられている。斜面部１４１ｄは、斜面部１４１ｂと対向するとともに
斜面部１４１ａ及び１４１ｃと隣接し、発光素子実装領域の他の短辺に沿って設けられて
いる。反射部材１４は、発光素子基板１２のネジ穴１２３ａ～１２３ｆと重なる位置に切
欠き部を有している。
【００５４】
　斜面部１４１（１４１ａ、１４１ｂ、１４１ｃ及び１４１ｄ）は、発光素子実装領域Ｘ
内に実装された発光素子１１の１／２ビーム角の範囲内に入る角度に設定される。これに
より、発光素子１１からの光が斜面部１４１（１４１ａ、１４１ｂ、１４１ｃ及び１４１
ｄ）で反射されて床方向に効率的に導かれるため、照明装置１全体として光量を増加させ
ることができる。
【００５５】
　また、反射部材１４は、発光素子基板１２とともに放熱体１５に取り付けられた際に、
発光素子基板１２に対して略垂直に接触する枠状の側壁部１４２（側壁部の一部は図示せ
ず）を有している。また、反射部材１４は、斜面部１４１及び側壁部１４２を接続する平
面部１４３を有している。斜面部１４１、側壁部１４２及び平面部１４３は一体的に形成
されている。
【００５６】
　反射部材１４は、例えば高反射性樹脂材料を射出成型することにより形成される。高反
射性樹脂材料は、例えば、樹脂材料に反射剤を混合して得ることができる。また、反射部
材１４は、発光素子１１が照射した光を通さない非透光性の材料で形成される。反射部材
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１４は、発光素子１１が照射した光を通さないことにより、発光素子１１が照射した光を
無駄なく光照射方向（床方向）に反射し、照明装置１の照射効率を向上させることができ
る。
【００５７】
（カバー）
　カバー２０は、発光素子１１を覆い、発光素子１１から照射された光を透過する透光性
のカバーである。カバー２０は、発光素子１１を保護する機能を有している。
　図４及び図９に示すように、カバー２０は、反射部材１４を外側から覆うようにして反
射部材１４と重なる形状に形成されている。カバー２０は、反射部材１４の側壁部１４２
の外形に沿う形状に形成された側壁部２０２を有している。さらに、カバー２０は、反射
部材１４の平面部１４３の外形に沿い、発光素子基板１２上に実装された光源１３と、反
射部材１４の斜面部１４１との間に空間が形成される形状に形成された光透過部２０３と
を有している。光透過部２０３は、反射部材１４の平面部１４３と当接する領域以外の領
域で発光素子１１からの光を透過する。
【００５８】
　カバー２０は、発光素子基板１２に設けられたネジ穴１２３ａ～１２３ｆと重なる位置
に形成されたネジ穴２０１ａ、２０１ｂ、２０１ｃ、２０１ｄ、２０１ｅ及び２０１ｆ（
２０１ａ～２０１ｆと記載する場合がある、ネジ穴２０１ｅ及び２０１ｆは図示せず）を
有している。カバー２０は、反射部材１４を外側から覆って光透過部２０３と反射部材１
４の平面部１４３とを接触させた状態で放熱体１５に固定される。カバー２０は、床方向
側からネジ穴２０１ａ～２０１ｆと発光素子基板１２のネジ穴１２３ａ～１２３ｆのそれ
ぞれに挿入された複数のネジ１２４ａ～１２４ｆ（ネジ１２４ｆは図示せず）によって、
放熱体１５に固定される。ネジ１２４ａ～１２４ｆは、放熱体１５に設けられたネジ穴１
５５ａ～１５５ｆに固定される。放熱体１５のネジ穴１５５ａ～１５５ｆは、ネジ穴２０
１ａ～２０１ｆと重なる位置に設けられている。
【００５９】
　また、カバー２０には、内圧調整部（図示せず）が設けられていてもよい。内圧調整部
は、光透過部２０３に形成された開口を塞ぐように形成された膜状の部材である。内圧調
整部は、高い通気性を有している。内圧調整部は例えば多孔質膜である。内圧調整部は、
発光素子基板１２と光透過部２０３と反射部材１４とで囲まれた空間の圧力が照明装置１
の使用環境によって変化するのを防止する。例えば、照明装置１の使用環境の温度が高く
なって光透過部２０３発光素子基板１２とで囲まれた空間の圧力が上昇すると、内圧調整
部を介して当該空間の空気が外部に放出される。これにより、当該空間の圧力が定常状態
に調整される。
【００６０】
　カバー２０は、例えば樹脂材料を用いた射出成型により形成されている。樹脂材料とし
ては、発光素子１１の熱に対する耐性が高く、照明装置１外部からの衝撃に耐えうる強度
を有し、発光素子１１からの光の透過を妨げない材料を用いることができる。
　また、樹脂材料には、拡散剤が混合されていてもよい。拡散剤が分散されたカバー２０
は、発光素子１１の強い光がカバー２０を透過する際に光を拡散して室内全体を明るく保
つことができる。このため、光が照射される場所から照明装置１を見ると、光源１３から
照射された強い光と反射部材１４で反射された光が均一になり、照明装置１はあたかも光
源１３と反射部材１４の全体で発光しているかのように見える。
【００６１】
（光源ユニット支持部材）
　図１０は、光源ユニット支持部材１７、端子台カバー１８及び取付部材１９の外観を示
す斜視図である。図１０に示すように、光源ユニット支持部材１７は、光源ユニット３０
を支持する本体部１７１と、光源ユニット支持部材１７と取付部材１９（図１（ａ）及び
図１（ｂ）参照）を接続するための一対の取付部材固定部１７２とを有している。
【００６２】



(14) JP 2016-207290 A 2016.12.8

10

20

30

40

50

　本体部１７１は、光源ユニット３０及び電源部１６の上面を覆う天板部１７１ａと、放
熱体１５の放熱フィン１５２の形状に沿って傾斜する斜面部１７１ｂと、光源ユニット３
０の側面と対向する側面部１７１ｃと、側面部１７１ｃの端部が照明装置１の内部方向に
折り曲げられた突出部１７１ｄとを有している。光源ユニット支持部材１７は、全体が金
属板により形成されている。
【００６３】
　天板部１７１ａは、矩形の薄板形状に形成されており、光源ユニット３０及び電源部１
６の上面を覆い、照明装置１内部に埃が侵入することを防止する。また、天板部１７１ａ
には、電源部１６（図１（ａ）及び図１（ｂ）参照）が取り付けられる。電源部１６の取
付については後述する。図５に示すように、天板部１７１ａの上面には、電源部１６の一
部である端子台１６２が配置される。端子台１６２は、電源部１６から導出された電力供
給ケーブル１６７（図３、図５参照）と接続されている。このため、天板部１７１ａには
、電力供給ケーブル１６７を天板部１７１ａの一方の面から他方の面に通すための孔部１
７３が形成されている。
【００６４】
　斜面部１７１ｂは、天板部１７１ａの一辺が折り曲げられて形成されている。斜面部１
７１ｂは、放熱体１５の放熱フィン１５２に沿う形状に形成されている。斜面部１７１ｂ
は、複数の通気口１７４を有している。通気口１７４は、斜面部１７１ｂの一部が開口し
た開口部１７４ａと、開口部１７４ａの上側の一辺に沿って突出するひさし部１７４ｂと
を有している。例えば、図１０に示す光源ユニット支持部材１７では、開口部１７４ａが
横方向に延びるスリット形状に形成されている。ひさし部１７４ｂは、上面からみた場合
に開口部１７４ａが覆われるように形成される。ひさし部１７４ｂは、開口部１７４ａか
ら照明装置１内に埃が入ることを防止する。
【００６５】
　側面部１７１ｃは、斜面部１７１ｂの一辺が斜面部１７１ｂの折り曲げ方向と同じ方向
に折り曲げられて形成されている。側面部１７１ｃは、複数の通気口１７５を有している
。通気口１７５は、側面部１７１ｃの一部が開口した開口部からなる。例えば、図１０に
示す光源ユニット支持部材１７では、通気口１７５が横方向に延びるスリット形状に形成
されている。
【００６６】
　側面部１７１ｃは、複数の通気口１７５挟んだ両端に孔部１７６を有している。孔部１
７６には、光源ユニット支持部材１７外側方向側からネジが挿入される。放熱体１５の側
面は、孔部１７６に挿入されたネジＳ１７により、側面部１７１ｃの内側表面に固定され
る（図５参照）。側面部１７１ｃは、放熱体１５の側面と接するように配置される。これ
により、放熱体１５に拡散した熱を光源ユニット支持部材１７に逃がすことができる。光
源ユニット支持部材１７は、表面積が広く照明装置１の外部に露出しているため高い放熱
性を有する。このため、放熱体１５と光源ユニット支持部材１７とが接することにより、
放熱体１５の熱が光源ユニット支持部材１７に拡散し、光源ユニット支持部材１７で放熱
される。このため、照明装置１は、発光素子１１から発生する高温の熱を効率的に放熱さ
せることができる。
【００６７】
　突出部１７１ｄは、側面部１７１ｃの下方向（床方向）の端部が照明装置１内側方向、
すなわち光源ユニット３０側方向に折り曲げられて形成されている。突出部１７１ｄは、
放熱体１５の案内溝１５４（図９参照）と係合可能に形成されている。照明装置１を組み
立てる際には、突出部１７１ｄは、放熱体１５の案内溝１５４と係合される。突出部１７
１ｄは、一様に突出する形状に形成されていてもよく、断続的に突出する形状に形成され
ていてもよい。突出部１７１ｄと係合する案内溝１５４は放熱体１５の正面から背面に亘
って一続きに形成されている。このため、突出部１７１ｄは、突出部１７１ｄが断続的に
突出する形状であっても、突出部１７１ｄを案内溝１５４に沿ってスライドさせることが
できる。
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【００６８】
　取付部材固定部１７２は、板状に形成され、本体部１７１から上方向（天井方向）に突
出している。取付部材固定部１７２は、天板部１７１ａの正面側側端部の中央及び背面側
側端部の中央に設けられている。取付部材固定部１７２には、ネジ穴１７２ａが形成され
ている。ネジ穴１７２ａには、取付部材１９と取付部材固定部１７２とを固定するための
ネジＳ１９（図１（ａ）及び図１（ｂ）等参照）が挿入される。図１０には、一対の取付
部材固定部１７２のそれぞれに、丸形状のネジ穴１７２ａが２個ずつ形成された例を示し
ている。
【００６９】
（取付部材）
　取付部材１９は、電源部１６の向きに沿って光源ユニット支持部材１７に固定され、被
取付面に取り付けられる。これにより、放熱体１５の上部が覆われないため、放熱が阻害
されない。また、照明装置１の重心が安定する。取付部材１９は、光源ユニット支持部材
１７と同様に金属板で形成されている。
　図１０に示すように、取付部材１９は、天井等の被取付面と対向する横板部１９１と、
横板部１９１の長手方向の両端が折り曲げられて横板部１９１の両端から下方に延在する
一対の縦板部１９２とを有する。
　横板部１９１は、被取付面から突出する吊りボルト（図示せず）を挿入するための孔部
１９１ａを有している。
【００７０】
　縦板部１９２は、ネジ穴１９２ａ及び１９２ｂを有している。図１０には、一対の縦板
部１９２のそれぞれに、丸形状のネジ穴１９２ａと、アーチ形状のネジ穴１９２ｂが一個
ずつ形成された例を示している。
　縦板部１９２の先端部は、光源ユニット支持部材１７の取付部材固定部１７２と重なっ
て配置される。このとき、縦板部１９２及び取付部材固定部１７２は、ネジ穴１９２ａ及
び１９２ｂと取付部材固定部１７２の２つのネジ穴１７２ａのそれぞれが対向する位置に
配置される。取付部材１９は、ネジ穴１９２ａ及びネジ穴１７２ａ並びにネジ穴１９２ｂ
及びネジ穴１７２ａのそれぞれに挿入されたネジＳ１９及びネジＳ１９に取り付けられる
ナットＮ１９（図１（ａ）及び図１（ｂ）参照）によって、光源ユニット支持部材１７に
固定される。取付部材１９は、光源ユニット支持部材１７に対して着脱自在となっている
。
【００７１】
　図１０に示す取付部材１９では、縦板部１９２に設けられた２つのネジ穴１９２ａ及び
１９２ｂのうち、上側のネジ穴１９２ａが丸形状を有し、下側のネジ穴１９２ｂがアーチ
形状を有している。すなわち、ネジ穴１９２ａの部分はネジにより取付部材１９及び光源
ユニット支持部材１７がほぼ完全に固定される。一方、アーチ形状のネジ穴１９２ｂの部
分では、ネジがアーチ形状のネジ穴１９２ｂ内で移動可能な状態で取付部材１９及び光源
ユニット支持部材１７が固定される。
【００７２】
　これにより、取付部材１９に対する光源ユニット支持部材１７の角度を変化させること
ができる。光源ユニット支持部材１７の角度を変化させることにより、例えば、照明装置
１の取付時に、取付作業を容易にすることができる。また、取付部材１９に対する光源ユ
ニット支持部材１７の角度を変化させることにより、照明装置１が照射する範囲を変化さ
せることができる。
【００７３】
（端子台カバー）
　端子台カバー１８は、光源ユニット支持部材１７から露出する端子台１６２を覆うよう
に光源ユニット支持部材１７に取り付けられる。端子台カバー１８は、端子台１６２に埃
が付着することを防止する。
　図１０に示すように、端子台カバー１８は、光源ユニット支持部材１７に対して略垂直
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に配置される一対の側壁部１８１と、光源ユニット支持部材１７との間に空間を保持した
状態で一対の側壁部１８１の上端部同士をつなぐ上面部１８２と、開口１８３を有してい
る。
　端子台カバー１８は、光源ユニット支持部材１７と同様に金属板で形成されている。光
源ユニット支持部材１７並びに一対の側壁部１８１及び上面部１８２で形成された空間に
は、端子台１６２が配置される（図３参照）。また、開口１８３を介して、電源ケーブル
が端子台１６２に接続される（図示せず）。
【００７４】
（電源部）
　図１１から図１３を参照して、電源部１６について説明する。
　図１１は、照明装置１から光源ユニット支持部材１７、端子台カバー１８及び取付部材
１９を取り外した状態を示す斜視図である。
　図１２（ａ）及び図１２（ｂ）は、照明装置１から電源部１６の外装体である電源ボッ
クス１６１（図１１参照）の下面側の一部を取り外した状態を示す図である。図１２（ａ
）は、電源ボックス１６１の下面側の一部を取り外した照明装置１の底面図であり、図１
２（ｂ）は、電源ボックス１６１の下面側の一部を取り外した照明装置１の下面からの斜
視図である。
　図１３は、照明装置１から光源ユニット３０及びカバーフレーム２１を取り外した状態
を示す断面図である。
【００７５】
　図１１並びに図１２（ａ）及び図１２（ｂ）に示すように、電源部１６は、電源部１６
の外装体である電源ボックス１６１と、電源部１６から外部に導出された電力供給ケーブ
ル１６７と接続される端子台１６２と、電源ボックス１６１に収容された電源回路を備え
る回路基板１６３と、回路基板１６３に実装される電子部品の一つであるコンデンサ１６
４と、コンデンサ１６４と接触した状態で配置される放熱シート１６５と、放熱シート１
６５と接触した状態で配置される放熱板１６６と、端子台１６２と回路基板１６３とを電
気的に接続する電力供給ケーブル１６７と、回路基板１６３と発光素子１１とを電気的に
接続する電力供給ケーブル１６８と、を有する。図１３に示すように、電源部１６は光源
ユニット支持部材１７に予め固定されている。
【００７６】
　電源ボックス１６１は中空の直方体形状を有している。電源ボックス１６１は、金属板
で形成される。図１３に示すように、電源ボックス１６１は、光源ユニット３０と対向す
る面に、光源ユニット３０側に突出し、放熱体１５の案内溝１５４と係合する突出部１６
１ｂを有している。図１３には、電源部１６に先端が折れ曲がった鉤形状の突出部１６１
ｂが設けられた例を示している。突出部１６１ｂは、所定の長さで形成される（図３参照
）。
【００７７】
　鉤形状の突出部１６１ｂが断面鉤形状に形成され放熱体１５の案内溝１５４に係合して
いる場合、突出部１６１ｂは、案内溝１５４から外れにくくなる。また、案内溝１５４の
深さに対して突出部１６１ｂの突出長さ（電源ボックス１６１表面から鉤形状の折れ曲が
り部分までの長さ）を長くすることにより、電源部１６と放熱体１５との間に一定の空間
が形成される。このため、電源部１６は放熱体１５からの熱を受けにくくなる。また、電
源部１６の熱が放熱体１５に拡散しにくくなる。したがって、放熱体１５は、発光素子１
１から発生した熱を効率的に放熱することができる。
【００７８】
　端子台１６２は、天井内から孔部等を通じて導出された電源ケーブル又は天井に沿って
引き回された電源ケーブル（いずれも図示せず）が接続される接続部を有している。また
、図１１に示すように、端子台１６２は、回路基板１６３と接続された電力供給ケーブル
１６７と接続されている。端子台１６２は、商用電源からの電力を回路基板１６３に供給
するための接続部である。図１３に示すように、端子台１６２は、光源ユニット支持部材
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１７の天板部１７１ａの上面に配置される。端子台１６２は、端子台カバー１８で覆われ
ており、端子台カバー１８の開口１８３に挿入された電源ケーブル（図示せず）と接続さ
れる。また、端子台１６２には、端子台１６２表面に接触した状態で端子台１６２を覆う
シリコンカバー（図示せず）が嵌められていてもよい。
【００７９】
　回路基板１６３は、複数の電子部品が実装される実装面１６３ａを有している。図１２
（ａ）及び図１２（ｂ）には、回路基板１６３に実装される電子部品としてコンデンサ１
６４が例示されている。図１２（ａ）及び図１２（ｂ）では、一部の電子部品を省略して
記載している。
　回路基板１６３に備えられた電源回路は、例えば、電力供給ケーブル１６７から供給さ
れる交流電力を直流電力に変換し、その出力（即ち、直流電力）を電力供給ケーブル１６
８を介して発光素子基板１２の発光素子１１に供給する（図５参照）。図１２（ｂ）に示
すように、回路基板１６３は、電源部１６の内部空間において、光源ユニット支持部材１
７側に配置されている。
【００８０】
　回路基板１６３上に実装されたコンデンサ１６４は、回路基板１６３の実装面１６３ａ
上に実装された電子部品の中でも特に発熱量が大きい部品である。このためコンデンサ１
６４には、放熱シート１６５が接触した状態で配置される。また、放熱シート１６５には
、放熱板１６６が接触した状態で配置される。放熱シート１６５としては、例えばシリコ
ーン系材料、アクリル系材料又はエポキシ系材料や、これら材料にセラミックス等の高熱
伝導性を有する材料を混合した材料を用いることができる。また、放熱板１６６としては
、アルミニウム板又は銅板等の高熱伝導性金属を用いることができる。
【００８１】
　図１２（ａ）及び図１２（ｂ）に示すように、放熱板１６６は電源ボックス１６１の一
部と接続している。このため、放熱板１６６は放熱シート１６５を介してコンデンサ１６
４から受けた熱を電源ボックス１６１に拡散させることができる。図１１に示すように、
電源ボックス１６１の一部は照明装置１の外部に露出している。このため、電源ボックス
１６１が受けた熱は照明装置１の周りの空間に放熱される。また、図１３に示すように、
電源ボックス１６１は照明装置１の外部に露出する光源ユニット支持部材１７に固定され
ている。このため、電源ボックス１６１が受けた熱は光源ユニット支持部材１７に拡散さ
れて照明装置１の周りの空間に放熱される。すなわち、放熱シート１６５及び放熱板１６
６は、いずれも放熱部材として機能する。
【００８２】
　回路基板１６３に実装された電子部品は、放熱性樹脂で覆われていてもよい。また、電
子部品とともに、電子部品が実装されていない回路基板１６３の表面部分が放熱性樹脂で
覆われていてもよい。放熱性樹脂としては、高熱伝導性及び絶縁性を有する樹脂材料や、
これら材料にセラミックス等の高熱伝導性を有する材料を混合した材料を用いることがで
きる。これにより、発熱量の大きい電子部品の放熱性を向上させるとともに、電子部品同
士の絶縁性を確保することができる。
【００８３】
（カバーフレーム）
　カバーフレーム２１は、光源ユニット３０及び電源部１６を下側から覆う外装フレーム
である。カバーフレーム２１は、光源ユニット支持部材１７と同様に金属板で形成されて
いる。
　図１（ａ）及び図１（ｂ）から図３に戻って、カバーフレーム２１は、発光素子１１か
らの光を透過するカバー２０を露出する開口２１１が設けられた枠体である。図３に示す
ように、カバーフレーム２１は、側面にネジ穴２１２ａ、２１２ｂ、２１２ｃ及び２１２
ｄ（２１２ａ～２１２ｄと記載する場合がある）を有している。カバーフレーム２１は、
ネジ穴２１２ａ～２１２ｄのそれぞれに挿入された複数のネジＳ２１（図１（ａ）及び図
１（ｂ）参照）によって、放熱体１５の側面に取り付けられる。また、カバーフレーム２
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１は、カバーフレーム２１の下面を覆い、カバー２０の表面よりも下面側に突出して設け
られた柵状部又は網状部を有していてもよい（図示せず）。カバー２０の表面よりも下面
側に突出して設けられた柵状部又は網状部が設けられることにより、照明装置１が体育館
で使用された場合に、ボール等がカバー２０に直接ぶつかることを防止することができる
。
【００８４】
（１－３）光源ユニットの取付方法
　光源ユニットの取付方法を、図１３、図９を参照して説明する。
　図１３に示すように、光源ユニット３０は、少なくとも電源部１６が取り付けられた光
源ユニット支持部材１７に対してスライドさせて挿入される。なお、端子台カバー１８及
び取付部材１９は、光源ユニット３０挿入後に取り付けてもよい。
【００８５】
　上述のとおり、案内溝１５４は、放熱体１５の正面から背面に亘って一続きに形成され
ている（図９参照）。また、光源ユニット支持部材１７の突出部１７１ｄは、光源ユニッ
ト支持部材１７の正面から背面に亘って一続きに形成されている（図３参照）。このため
、例えば放熱体１５の背面と光源ユニット支持部材１７の正面とを対面させ、案内溝１５
４に突出部１７１ｄ及び突出部１６１ｂを係合させながら光源ユニット３０を光源ユニッ
ト支持部材１７の背面方向に押し込むことにより、光源ユニット３０はスライドして光源
ユニット支持部材１７内に容易に配置される。光源ユニット３０は、光源ユニット支持部
材１７内の所定の位置に配置されたのちにネジ止めされて光源ユニット支持部材１７に固
定される。
【００８６】
（１－４）変形例
　本発明の第１実施形態に係る照明装置１の光源ユニット支持部材１７の代わりに、例え
ば図１４に示す、光源ユニット３０がスライド方向に縦２列で挿入可能な光源ユニット支
持部材６７を用いることができる。
　図１４に示す光源ユニット支持部材６７において、照明装置１の光源ユニット支持部材
１７と共通する部分には同一の符号を付し、説明を省略する。
　光源ユニット支持部材６７は、光源ユニット支持部材６７の正面から背面方向に２個の
光源ユニット３０を支持する本体部６７１と、光源ユニット支持部材６７と取付部材６９
を接続するための一対の取付部材固定部１７２とを有している。
【００８７】
　本体部６７１は、光源ユニット３０及び電源部１６の上面を覆う天板部６７１ａと、放
熱体１５の放熱フィン１５２の形状に沿って傾斜する斜面部６７１ｂと、光源ユニット３
０の側面と対向する側面部６７１ｃと、側面部１７１ｃの端部が照明装置１の内部方向に
折り曲げられた突出部６７１ｄとを有している。
　天板部６７１ａ、斜面部６７１ｂ、側面部６７１ｃ及び突出部６７１ｄは、縦方向の長
さが２倍になった以外は光源ユニット支持部材１７の天板部１７１ａ、斜面部１７１ｂ、
側面部１７１ｃ及び突出部１７１ｄと同様の構成を有し、同様の機能を発揮する。
【００８８】
　また、取付部材６９は、光源ユニット支持部材６７の形状に合わせて、横板部６９１の
長さが変わった以外は取付部材１９の横板部１９１と同様の構成を有し、同様の機能を発
揮する。
　光源ユニット支持部材６７に取り付けられる光源ユニット３０は、光源ユニット支持部
材１７に取り付けられる光源ユニット３０と同一である。このため、光源ユニット３０は
、光源ユニット３０の挿入方向に縦２列で並んだ状態で光源ユニット支持部材６７に支持
される。
　本発明の第１実施形態に係る照明装置は、光源ユニット支持部材及び取付部材の長さを
変更し、挿入する光源ユニット３０の個数を変更させることで、大型の照明装置とするこ
とができる。
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【００８９】
［第１実施形態の効果］
　以上説明した本発明の第１実施形態に係る照明装置によれば、以下の効果を得ることが
できる。
（１）電源部が光源の上部に設けられていないため、発光素子から発生する熱が伝導する
放熱体における放熱が阻害されず、放熱性が向上する。
（２）放熱体の上部に電源部が配置されていないため、放熱体から放熱された熱により電
源部が熱せられることがないため、安全性が高い。
【００９０】
（３）複数の放熱フィンが形成された放熱体において、発光素子が実装される発光素子実
装領域と対向する位置に設けられた発光素子で発生した熱が伝わりやすい放熱フィンは、
残余の放熱フィン（発光素子実装領域の周囲の領域と対向する位置に設けられた放熱フィ
ン）よりも長く形成されている。発光素子実装領域と対向する位置に設けられた放熱フィ
ンは、残余の放熱フィンよりも長く表面積が大きいため、発光素子の熱が効率的に放熱さ
れる。
（４）放熱体が電源部の側面との間に空間を設けて配置されているため、電源部で発生し
た熱が放熱体に伝わりにくくなり、高い熱が生じる発光素子の熱のみを効率的に放熱させ
ることができる。
【００９１】
（５）放熱体が光源ユニット支持部材の内側表面と接触した状態で光源ユニット支持部材
に固定されているため、表面積が広く照明装置の外部に露出している光源ユニット支持部
材に放熱体に拡散した熱を逃がすことができ、放熱性がより向上する。
（６）光源ユニット支持部材及び電源部の突出部と光源ユニットの案内溝とを係合するこ
とにより、光源ユニットをスライドさせて光源ユニット支持部材内部に容易に配置するこ
とができる。このため、光源ユニットの取り付け作業が容易である。
【００９２】
（７）照明装置を天井に取り付けるための取付部材が、電源部の向きに沿って光源ユニッ
ト支持部材に固定されるため、放熱体の上部が覆われず放熱が阻害されない。また、照明
装置の重心が安定する。
（８）端子台を覆う端子台カバーが設けられることにより、端子台に埃が付着することが
防止される。
【００９３】
（９）電源部に含まれる回路基板に実装された電子部品が放熱性樹脂で覆われているため
、発熱の多い電子部品の放熱性が向上するとともに、電子部品同士の絶縁性が確保される
。
（１０）回路基板に実装された電子部品のうち、特に発熱の大きいコンデンサには、放熱
シート及び放熱板等の電源ボックス等と接続された放熱部材を接触させる。これにより、
コンデンサの放熱性を向上させる。
【００９４】
（１１）発光素子から出射した光のうち、発光素子から斜め方向に出射した光を効果的に
反射部材で反射することができるため、発光素子からの光の主出射方向に効率的に光を導
くことができる。そして、光源ユニットを有する照明装置が高天井（例えば、床面から５
ｍ程度の天井）に設置されても、光の取り出し効率を高めることが可能となる。
（１２）発光素子の配列を工夫することにより、発光素子の消費電力と照明装置の全光束
とを両立し、かつムラのない、より均一な面発光を得ることができ、また、発光素子が消
費電力の少ないミドルパワーＬＥＤチップでありながら、ハイパワーＬＥＤチップを用い
た照明装置に近い発光状態とすることができる。よって、光源ユニットを有する照明装置
が高天井に設置されても、少ない消費電力で明るさを保つことができる。
【００９５】
２．第２実施形態
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　本発明の第２実施形態に係る照明装置について、以下の図１５を参照して説明する。な
お、図１５において、第１実施形態に係る照明装置１と共通する部分には同一の符号を付
し、説明を省略する。
　図１５は、第２実施形態に係る照明装置１００の外観を示す斜視図である。本発明の第
２実施形態に係る照明装置１００は、第１実施形態に係る照明装置１の端子台１６２及び
電力供給ケーブル１６７に代わって、外部に導出される電源ケーブル４１が設けられる点
に特徴を有している。
　これ以外の構成については第１実施形態の照明装置１と同様であるため、電源ケーブル
４１及び電源ケーブル４１に関連する構成を中心に説明する。
【００９６】
　電源ケーブル４１は、電源ケーブル４１に取り付けられたケーブルグランド４０によっ
て光源ユニット支持部材１７に固定される。光源ユニット支持部材１７の天板部１７１ａ
は、孔部（図示せず）を有している。ケーブルグランド４０は、天板部１７１ａの孔部と
対向する位置に固定される。
　図１５に示すように、電源ケーブル４１は、２本の電線４１ａ，４１ｂと、電線４１ａ
，４１ｂを被覆する被覆部４１ｃとを有している。電線４１ａ，４１ｂは、天板部１７１
ａの孔部を介して回路基板１６３に接続される。また、電源ケーブル４１は、取付部材１
９に設けられた孔部１９１ｂを通して引き回される。
【００９７】
［第２実施形態の効果］
　以上説明した第２実施形態に係る照明装置によれば、第１実施形態に係る照明装置の（
１）～（７）、（９）及び（１２）に記載の効果に加えて、以下の効果を得ることができ
る。
（１３）電源ケーブルの接続部分が照明装置１００の外部に露出しないため安全性が高く
なる。
【００９８】
［その他］
　本発明の範囲は、図示され記載された例示的な実施形態に限定されるものではなく、本
発明が目的とするものと均等な効果をもたらす全ての実施形態をも含む。さらに、本発明
の範囲は、請求項により画される発明の特徴の組み合わせに限定されるものではなく、全
ての開示されたそれぞれの特徴のうち特定の特徴のあらゆる所望する組み合わせによって
画されうる。
【符号の説明】
【００９９】
　１、１００　照明装置
　１１　発光素子
　１２　発光素子基板
　１３　光源
　１４　反射部材
　１５　放熱体
　１６　電源部
　１７　光源ユニット支持部材
　１８　端子台カバー
　１９　取付部材
　２０　カバー
　２１　カバーフレーム
　３０　光源ユニット
　１６５　放熱シート
　１６６　放熱板
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